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分野で社会に貢献します。保健 医療 福祉
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本来「心を以って心に伝う」の意、以心伝心。私たちの業務も
患者さんの言葉のみに頼らず、表情、しぐさ、その向こうにあ
る心の訴えに充分に目を向ける「心配り」を大切にすることが
「医療安全」はもとより、快適な診療をお届けする基本だと考
えます。そんな意を込め「以」を「医」としてタイトルにいたし
ました。

余　聞
夏バテに悩む方も多いと思いますが、私もその一人です。ひ
とことで夏バテといっても「体が重く感じる」「食欲不振」「疲
れが取れない」など症状は人それぞれです。水分補給不足で
脱水症状になっていたり、冷房が効いた部屋と外気温との差
で体温調節をする自律神経に異常をきたしてしまっていた
り、暑さで食欲がわかず偏った食事になるなど、原因もさま
ざまです。個人的には、偏った食事と日照時間の長さから活
動時間が増えて睡眠時間が減り、毎年夏バテをしています。
原因にあった対策を行うと良いかもしれませんね。
　　　　　　　　　　　　　　　　      広報委員　江﨑 秀樹

［ 夏季休診日のご案内 ］
2020年8月13日（木）～15日（土）
※ただし、緊急の場合はこの限りではありません。
　当院の救急外来では重症度の高い患者さんを優先に
　診療いたしますので、あらかじめご了承ください。

2020年８月１日より、診療の受付開始時間を変更させていただきます。
これに伴い、正面玄関の入館開始時間も変更となります。
あらかじめご了承ください。
【診療の受付開始時間】 診療日：７時30分→８時00分
【正面玄関入館開始時間】 診療日：７時00分→７時30分

自分の帽子の色は何色？

4人の中で1人だけ自分の帽子の色が何色なのか答えられた人がいます。
それはABCDの誰でしょうか。また、なぜ答えられたのでしょうか。

［娯楽室解答］正解 : C （理由）Cの立場からすると、Bが赤色の帽子をかぶっている事を知っている。もしも自分の帽子の色がBと同じ赤色だった場合は、Dが即座に答えを
言えるはずなのに、いつまでも答えを言う気配がしない。自分の帽子の色が青色だからDが答えられないという事がわかる。よって自分の帽子の色に気付けたのはCである。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

部屋の中にいるのは全部で4人である。
AとBCDの間には壁が立っていて向こう側は見えない。
誰がどの位置に立たされているのか全員が教えてもらっている。
青色の帽子をかぶっているのが2人、赤色の帽子をかぶっているのが2人。
自分が何色の帽子をかぶっているのかは知らされていない。
自分で自分の帽子を手にとって帽子の色を確認するのはダメ。
みんなで帽子の色を教え合ったり、後ろを振り向いて確認したりする事もダメ。
自分より前にいる人の帽子の色は見る事ができる。
自分の帽子の色がわかった時だけしゃべる事ができる。

前もって教えてもらった情報

出典：ぷりんときっず http://print-kids.net/

答えは下にあり

［ 診療の受付開始時間の変更について ］

ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。
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刈
谷
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
刈
谷
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
、

2
0
2
0
年
7
月
20
日（
月
）よ
り
事
務
所
を
移
転
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　　　　
今
年
度
は
、医
師
免
許
を
取
得
し
た
21
名
の
初
期
臨
床
研
修
医
が
当
院

へ
入
職
し
ま
し
た
。

　
当
院
は
N
P
O
法
人
卒
後
臨
床
研
修
評
価
機
構（
J
C
E
P
）の
認
定
研

修
施
設
で
す
。研
修
医
を
育
成
す
る
に
あ
た
り
、医
療
の
果
た
す
べ
き
社
会

的
役
割
を
認
識
さ
せ
、基
本
的
な
診
療
能
力
が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、保
健
・
福
祉
な
ど
医
療
と
密
接
に
関
わ
る
分

野
に
つ
い
て
も
幅
広
く
知
識
を
身
に
付
け
、社
会
人
と
し
て
の
規
律
を
守

り
、医
師
と
し
て
思
い
や
り
の
あ
る
人
格
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
指
導
医
の
下
、チ
ー
ム
医
療
で
の
修
練
を
重
ね
、患
者
さ
ん
中
心
の
良
質

な
全
人
的
医
療
を
実
践
で
き
る
よ
う
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 ［ 豊 田 会 理 念 ］

［ 豊 田 会 方 針 ］
［患者の権利と責務］

保健・医療・福祉分野で社会に貢献します
温かい思いをこめた、質の高い保健・医療・福祉サービスを提供します
私たちは患者の皆さまの権利を尊重し、安全で質の高い医療の提供に
努めます。そのためには、患者の皆さまの主体的な参加が不可欠です。
以下に掲げる事項は、患者さんと医療従事者が守るべき事項です。

１．安心して最善の医療を公平に受ける権利を尊重します。
２．医療機関を自由に選択し、他の医師の意見を求める権利を尊重します。
３．治療に関する情報を知り、説明を受ける権利を尊重します。
４．治療に関する方法を自己の意思で決定する権利を尊重します。
５．個人の情報が保護される権利を尊重します。

【 

患
者
の
権
利 

】

１．自ら選んだ治療方針に沿って医療に参加する責任があります。ご自身の健康に関する情報を
　医療者にできるだけ正確に伝え、また、同意された医療上の指示に従ってください。
２．病院の規則を守り、犯罪行為、迷惑行為を行わないなどの社会的ルールを守る責任があります。 
３．検査や治療のために、必要な医療費を負担する責任があります。

【 

患
者
の
責
務 

】

臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー

NEWS
1

初
期
臨
床
研
修
医
に
つ
い
て

　
5
大
が
ん
の
一
つ
で
あ
る
胃
が
ん
は
、ピ
ロ
リ
菌・喫
煙・食
塩

の
過
剰
摂
取
な
ど
が
関
係
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。現
在
は
、

が
ん
部
位
別
死
因
の
3
位
で
、罹
患
数
は
大
腸
が
ん
に
次
い
で
2

番
目
に
多
い
で
す
。医
学
の
進
歩
に
伴
い
、早
期
胃
が
ん
の
多
く

は
胃
を
切
ら
ず
に
E
S
D（
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
）と
い

う
新
し
い
内
視
鏡
的
切
除
法
で
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。早

期
に
発
見
さ
れ
れ
ば
良
好
な
経
過
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
が
ん
検
診
の
目
的
は
、が
ん
を
早
期
発
見
し
て
適
切
な
治
療
を

行
い
、が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
す
。現
在
の
胃

が
ん
検
診
は
、男
女
と
も
に
50
歳
以
上
が
対
象
で
、内
容
は
問
診・

胃
X
線
検
査
ま
た
は
胃
カ
メ
ラ
、検
診
の
間
隔
は
2
年
に
1
度

（
当
面
、胃
Ｘ
線
検
査
は
40
歳
以
上
、年
に
1
回
実
施
も
可
）と
さ

れ
、そ
の
有
効
性
は
す
で
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、胸

や
け
、胃
の
不
快
感
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
診
察
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。そ
の
際
、当
院
で
は
X
線
検
査
よ
り
も
精
度
の
高
い

胃
カ
メ
ラ
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、鼻
か
ら
挿
入
す
る
経
鼻
内
視
鏡
や
鎮
静
剤
使
用
下
の
胃
カ
メ

ラ
も
導
入
し
て
い
ま
す
の
で
、以
前
よ
り
検
査
を
受
け
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
、胃
が
ん
を
早
期
に
診
断
・
治
療
し
、地
域
医

療
に
貢
献
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
の
で
、新
し
い
生
活
様
式
の
中

で
既
存
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

濵島 英司
刈谷豊田総合病院　副院長

胃
が
ん
検
診
の

す
す
め

［ 予約変更専用窓口 ］
［ 歯科口腔外科外来 ］

0566-25-8103
0566-25-8020

■かかりつけ医を持ちましょう
当院は、地域医療連携を推進しています。当院を受診される場合は、かかりつけ医からの紹介と予約が必要です。
皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

　  ［ 紹介状持参のお願い ］

当院の外来診療は紹介型専門外来で
す。初診の方は、地域診療所からの紹介
状（診療情報提供書）を必ずお持ちくだ
さい。紹介状なしで受診された場合、初
診時の選定療養費（自費）5,000円（税
抜）がかかり、待ち時間が長くなりますの
であらかじめご了承ください。

　  ［ 救急外来について ］

当院の救急外来は、重症度の高い患者
さんを優先に診療いたします。円滑な救
急医療を行うため、なるべくかかりつけ医
か休日診療所、在宅当番医を受診してく
ださい。必要に応じて当院にご紹介いた
だくシステムになっています。

　  ［ 予約変更専用窓口について ］

予約の変更・確認は、予約変更専用窓
口で承ります。ただし、歯科口腔外科の
場合は歯科口腔外科外来までご連絡く
ださい。

刈
谷
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

刈
谷
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

NEWS
2

移
転
の
お
知
ら
せ

M e s s a g e

2020年７月20日～

※住所地以外に変更はありません

TEL 0566-25-8196
FAX 0566-25-8358

営  業  日 月～土曜日（土曜日は第1・3のみ）

営業時間 平　日：8:30～16:45
土曜日：8:30～14:00

連  絡  先

刈谷訪問看護
ステーション

TEL 0566-25-2912
FAX 0566-25-8288

刈谷居宅介護
支援事業所

刈谷豊田東病院

［ホスピタルニュース］tal ewsisp
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も
可
）と
さ

れ
、そ
の
有
効
性
は
す
で
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、胸

や
け
、胃
の
不
快
感
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
診
察
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。そ
の
際
、当
院
で
は
X
線
検
査
よ
り
も
精
度
の
高
い

胃
カ
メ
ラ
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、鼻
か
ら
挿
入
す
る
経
鼻
内
視
鏡
や
鎮
静
剤
使
用
下
の
胃
カ
メ

ラ
も
導
入
し
て
い
ま
す
の
で
、以
前
よ
り
検
査
を
受
け
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
、胃
が
ん
を
早
期
に
診
断
・
治
療
し
、地
域
医

療
に
貢
献
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
の
で
、新
し
い
生
活
様
式
の
中

で
既
存
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

濵島 英司
刈谷豊田総合病院　副院長

胃
が
ん
検
診
の

す
す
め

［ 予約変更専用窓口 ］
［ 歯科口腔外科外来 ］

0566-25-8103
0566-25-8020

■かかりつけ医を持ちましょう
当院は、地域医療連携を推進しています。当院を受診される場合は、かかりつけ医からの紹介と予約が必要です。
皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

　  ［ 紹介状持参のお願い ］
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刈
谷
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

刈
谷
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
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移
転
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ら
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M e s s a g e

2020年７月20日～

※住所地以外に変更はありません

TEL 0566-25-8196
FAX 0566-25-8358

営  業  日 月～土曜日（土曜日は第1・3のみ）

営業時間 平　日：8:30～16:45
土曜日：8:30～14:00

連  絡  先

刈谷訪問看護
ステーション

TEL 0566-25-2912
FAX 0566-25-8288

刈谷居宅介護
支援事業所

刈谷豊田東病院

［ホスピタルニュース］tal ewsisp
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感
染
症
と
は

　

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
の
目
に
見
え
な
い
生
物（
病
原

体
）が
体
内
に
侵
入
し
て
増
殖
し
、発
熱
や
下
痢
、咳
な
ど

の
症
状
が
出
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

病
原
体
が
体
に
侵
入
し
て
も
症
状
が
現
れ
る
場
合
と

現
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。感
染
症
と
な
る
か
ど
う
か

は
病
原
体
の
感
染
力
の
強
さ
と
体
の
免
疫
力
と
の
バ
ラ

ン
ス
で
決
ま
り
ま
す
。

感染症を知ろう！
外科　統括部長
感染対策委員会　委員長 小林 建司

感染していても、自らの持つ免疫力や病原体の強さにより症状が出る場合と出ない場合があり、症状がなくても、知らないところ
で自分が感染源となっていることがあります。ウイルスの多くは治療薬がなく、手洗いや咳エチケット・マスクを正しく着けること
（鼻からあごまでしっかり覆うこと）による予防が重要です。　

当院では、多職種で構成された、感染対策委員会
を設置しています。患者さんと病院職員を感染か
ら守ることを最大の使命としています。結核やは
しかのような感染の仕方が解明されている、ある
いはワクチンが十分にある病気には決まった感
染対策があります。その対策に従い対応すること
で、院内に感染を広げることはありません。また、
感染症の多くは「接触感染」で拡大します。人の手
を介して広がる感染連鎖をいかに防ぐかを考え、
その対策が功を奏しているかを監視することが
私たちの活動です。

（厚生労働省ホームページ参考）

　
　
　

目
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
小
さ
な
生
物

で
す
。栄
養
源
さ
え
あ
れ
ば
細
胞
分
裂
を
し
て
増
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。人
の
体
に
侵
入
し
て
病

気
を
起
こ
す
有
害
な
細
菌
と
、人
の
生
活
に
有
用
な

細
菌
が
あ
り
ま
す（
納
豆
菌
な
ど
）。人
の
体
に
は
多

く
の
種
類
の
細
菌
が
い
て
、皮
膚
の
表
面
や
腸
の
中

の
環
境
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
細
菌
の
50
分
の
1
程
度
の
大
き
さ
で
、

細
胞
が
な
い
た
め
他
の
細
胞
の
中
に
入
っ
て
自
分

の
コ
ピ
ー
を
作
ら
せ
、細
胞
が
破
裂
し
て
た
く
さ
ん

の
ウ
イ
ル
ス
が
飛
び
出
し
、他
の
細
胞
に
入
り
込
ん

で
増
殖
し
ま
す
。

そ
の
他　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

な
ど

病院の中の感染対策って、
普段何をしているの？Q.

感染対策の基本は、流水と石けんまたはアルコー
ルで手を洗うことです。指輪や腕時計をしている
と、指の間や手首まで必要かつ適切な手洗いがで
きなくなります。特に患者さんに接する場面が多
い看護師は、指輪や腕時計を着けることを禁止と
しています。医師や検査技師においても患者さん
に接する場面では外して対応することを義務付
けています。

看護師さんたちは腕時計や指輪をしている人を
見かけないのですがどうしてですか？Q.

Q&A

細
菌

ウ
イ
ル
ス

接
触
感
染

飛
沫
感
染

空
気
感
染

そ
の
他

真
菌（
か
び
）

寄
生
虫

病
原
体
を
知
る

感
染
症
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
広
が
り
方
が
あ
り
ま
す
。

感
染
経
路
を
知
る
こ
と
で
、感
染
予
防
が
で
き
ま
す
。

【
代
表
的
な
感
染
経
路
】

　
　
　
　
　

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
付
い
た
ド
ア
ノ
ブ

な
ど
に
触
れ
た
手
で
口
や
目（
粘
膜
）に
触
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　

く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど
と
一
緒
に
放
出

さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
近
く
の
人（
1
〜
2

ｍ
）の
口
・
鼻
・
目
か
ら
侵
入
す
る
こ
と

　
　
　
　
　

遠
く
ま
で（
4
〜
5
ｍ
）、長
い
時
間

空
気
中
に
浮
遊
す
る
、飛
沫
よ
り
細
か
な
微
粒
子

（
飛
沫
核
）が
侵
入
す
る
こ
と

感
染
経
路
を
知
る

免
疫
力
が
弱
っ
て
い
る
と
病
原
体
に
立
ち
向
か
え

ま
せ
ん
。3
つ
の「
取
る
」を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　
　　

　
①
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
栄
養
を
取
る

　
　
②
休
養
・
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
取
る

　
　
③
適
度
な
運
動
を
取
る

　
　
・
不
要
な
心
配
は
し
な
い

  　
　
（
神
経
質
に
な
ら
ず
正
し
く
恐
れ
る
）

　
　
・
禁
煙
は
重
要（
喫
煙
は
気
道
を
痛
め
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。　

免
疫
力
を
上
げ
る

、

飛沫・接触新型コロナウイ
ルス

強いだるさや息苦しさ
（呼吸困難）、味覚異常、
発熱

なし 重症例のみ
あり

飛沫
　（接触）

インフルエンザ
ウイルス

38度以上の突然の発
熱、頭痛、全身の倦怠
感、筋肉痛、関節痛

あり あり

接触
　（飛沫）

ノロウイルス 突然の激しい下痢や
嘔吐、腹痛、微熱

なし なし

空気
　（飛沫）

接触

麻しんウイルス　
（はしか）

細菌

発熱・咳・鼻水の症状の
2～3日後、全身の発疹

肺炎、膀胱炎、皮膚軟部
感染などを引き起こす

あり なし

細菌に応じ
た抗菌薬

・手洗い
・アルコール消毒
・３密を避ける
・免疫力を高める
▶ノロウイルスはアルコール
消毒ではなく次亜塩素酸ナ
トリウム（塩素系漂白剤でも
代用可能）と食品の加熱で
消毒する

ウ
イ
ル
ス

病原体 感染経路 主な症状 ワクチンの
有無※

治療薬の
有無※ 対策

※･･･2020年6月時点

［知っておきたい病原体］

Point
マスクを着用する

咳エチケット正しい手の洗い方

ティッシュ・ハンカチ
などで口や鼻を覆う

上着の内側や袖で覆う

流水でよく手をぬらした後、
石けんをつけ、手のひらをよ
くこすります。

手の甲をのばすように
こすります。

指先・爪の間を念入りに
こすります。

指の間を洗います。 親指と手のひらをねじ
り洗いします。

手首も忘れずに洗います。

1 2 3

4 5 6

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします。

・爪は短く切っておきましょう
・時計や指輪は外しておきましょう

手洗いの
前に
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こすります。
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り洗いします。

手首も忘れずに洗います。
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手洗いの
前に
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検
査
値
っ
て
な
あ
に
？

穿
刺（
せ
ん
し
）吸
引
細
胞
診
検
査

　
こ
の
検
査
は
病
変
部
に
細
い
針
を
刺
し
て
採
取
し
た
細
胞
を
ス
ラ
イ
ド
に
吹

き
付
け
て
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
検
査
で
す
。対
象
臓
器
は
主
に
乳
腺
、甲
状
腺
、

唾
液
腺
、リ
ン
パ
節
な
ど
で
す
。的
確
に
針
が
刺
さ
る
よ
う
に
超
音
波
で
病
変
部

を
確
認
し
な
が
ら
行
い
ま
す
が
、刺
し
に
く
い
場
所
や
細
胞
が
は
が
れ
に
く
い

病
変
で
は
、診
断
に
必
要
な
細
胞
が
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。当
院
で
は
、

細
胞
検
査
士
の
資
格
を
持
っ
た
技
師
が
、診
断
に
適
切
な
細
胞
が
採
取
で
き
て

い
る
か
ス
ラ
イ
ド
を
作
製
し
て
顕
微
鏡
で
確
認
し
、細
胞
が
乾
燥
し
て
観
察
し

に
く
い
な
ど
の
不
具
合
を
改
善
し
ま
し
た
。作
製
し
た
ス
ラ
イ
ド
は
、検
査
室
に

戻
っ
て
か
ら
染
色
な
ど
の
適
切
な
処
理
を
し
て
、よ
り
丁
寧
に
観
察
し
、病
理
医

と
と
も
に
結
果
を
主
治
医
に
報
告
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
有
意
義
な
検
査

結
果
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
胞
検
査
士
　
村
上 

真
理
子確認の様子

在
宅
療
養
あ
れ
こ
れ

「
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）」の
進
行
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　「
動
か
な
い
こ
と
」に
よ
り
体
や
頭
の
働
き
が
低
下
し
、生
活
活
動（
歩
く
・
身

の
回
り
の
こ
と
な
ど
）が
行
い
に
く
く
な
っ
た
り
、疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
を「
フ
レ
イ
ル
」と
い
い
ま
す
。進
行
す
る
と
体
の
回
復
力
な
ど
が
低
下
し

て
疲
れ
が
改
善
し
に
く
く
な
り
、要
介
護
状
態
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

〈 

予
防
の
ポ
イ
ン
ト 

〉

❶
意
識
的
に
身
体
を
動
か
す

　
自
宅
で
で
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
運
動（
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
）で
筋
肉
を
維
持
し

　
ま
し
ょ
う
。天
気
が
良
け
れ
ば
日
の
当
た
る
屋
外
の
開
放
さ
れ
た
場
所
で
散

　
歩
す
る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。

　
※
人
ご
み
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

❷
し
っ
か
り
食
べ
て
栄
養
を
つ
け
る

　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る
こ
と
で
免
疫
力
を
維
持
で
き
ま
す
。1
日
3

　
食
欠
か
さ
ず
食
べ
る
こ
と
を
意
識
し
、体
の
調
子
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

❸
口
の
清
潔
・
口
周
り
の
筋
肉
を
保
つ

　
口
の
清
潔
を
保
つ
・・・
感
染
症
予
防
に
有
効
で
す
。

　
口
周
り
の
筋
肉
を
保
つ
・・・
し
っ
か
り
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。意
識
し
て
会

　
話
を
増
や
す（
電
話
な
ど
を
活
用
）、新
聞
な
ど
を
声
に
出
し
て
読
む
、鼻
歌
、

　
早
口
言
葉
も
お
勧
め
で
す
。

　
フ
レ
イ
ル
の
進
行
を
予
防
し
て
、回
復
力
を
高
め
る
生
活
を
、日
々
心
掛
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

          

　
　
　  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
士
　
倉
川 

叔
子

穿刺吸引細胞診検査（採取～スライド作製まで）

吸引ピストルで
細胞を採取する

注射針から
細胞を吹き出す2

固定液（95％エタノール）
にすばやく入れる3

刈
谷
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

く
り
体
を
前
に
倒
し
な
が
ら
行
う
椅
子
か

ら
の
立
ち
上
が
り
・
座
り
運
動
を
お
勧
め

し
ま
す
。翌
日
に
疲
れ
が
残
ら
な
い
よ
う

に
少
な
い
回
数
で
も
構
い
ま
せ
ん
。毎
日

の
習
慣
に
す
る
と
効
果
的
で
す
。

■
お
わ
り
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
外
出
や
運
動
の
機
会
が
減
り
、筋

力
・
体
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。運

動
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
、前
向
き
に
乗

り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

理
学
療
法
士
　
小
川 

真

　　　　
最
初
は
こ
の
姿
勢
を
30
秒
間
保
つ
こ
と

を
目
標
に
し
て
く
だ
さ
い
。歯
磨
き
、デ

ス
ク
ワ
ー
ク
、散
歩
な
ど
の
生
活
動
作
と

セ
ッ
ト
で
行
う
と
継
続
し
や
す
い
で
す
。

常
に
良
い
姿
勢
を
保
つ
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、整
え
方
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
応
用
運
動
と
し
て
、良
い
姿
勢
を
保
っ

た
ま
ま
、で
き
る
だ
け
手
に
頼
ら
ず
、ゆ
っ

■
は
じ
め
に

　
今
回
は
姿
勢
の
整
え
方
に
つ
い
て
の

お
話
で
す
。前
よ
り
も
猫
背
に
な
っ
た
、

座
る
と
す
ぐ
に
足
を
組
む
、と
い
う
方
は

体
を
支
え
る
筋
力
の
低
下
が
原
因
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。良
い
姿
勢
は
、体
を
支
え

る
筋
肉
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
き
ま
す
。

一
方
、悪
い
姿
勢
は
、一
部
の
筋
肉
や
関

節
に
負
担
が
集
中
し
、痛
み
や
呼
吸
機
能

の
低
下
、転
倒
し
や
す
い
な
ど
の
悪
影
響

が
生
じ
ま
す
。

■
整
え
方

　
立
位
で
①
〜
⑤
の
順
に
行
い
ま
す
。

①
足
を
肩
幅
程
度
に
開
く

②
背
中
を
伸
ば
し
な
が
ら
胸
を
張
る

③
下
腹
部
を
意
識
し
て
へ
こ
ま
せ
る

④
お
尻
に
力
を
入
れ
る

⑤
あ
ご
を
軽
く
引
く

Information

⑤

③
④

①

②

1

※
座
位
で
も
行
え
ま
す
。深
く
腰
か
け

　
て
、背
も
た
れ
か
ら
背
中
を
離
し
て

　
行
い
ま
す
。

・
痛
み
の
無
い
範
囲
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

　し
て
行
う

・
呼
吸
を
止
め
ず
に
行
う

・
少
し
身
長
が
高
く
な
る
イ
メ
ー
ジ

　で
行
う

ポ
イ
ン
ト

各種イベント・教室の開催について
　詳細につきましては、病院ホームページや院内掲示などでご案内いたします。

　お出かけ前に病院ホームページをご確認のうえ、ご来院ください。

姿
勢
を
整
え
て
、

前
向
き
に
！
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広報誌

分野で社会に貢献します。保健 医療 福祉

ご自由にお取りください

 2020.7.15

169No.

［いしんでんしん］

特 

集

7
J u l y

感
染
症
を

　
知
ろ
う
！

Message
Hospital News
特集
モノ知り博士
ひとりでできるリハビリテーション
娯楽室

P.01
P.02
P.03
P.05
P.06
P.07

INDEX

GORAKUROOM

［ いしんでんしん ］

広 報 誌 タ イト ル

本来「心を以って心に伝う」の意、以心伝心。私たちの業務も
患者さんの言葉のみに頼らず、表情、しぐさ、その向こうにあ
る心の訴えに充分に目を向ける「心配り」を大切にすることが
「医療安全」はもとより、快適な診療をお届けする基本だと考
えます。そんな意を込め「以」を「医」としてタイトルにいたし
ました。

余　聞
夏バテに悩む方も多いと思いますが、私もその一人です。ひ
とことで夏バテといっても「体が重く感じる」「食欲不振」「疲
れが取れない」など症状は人それぞれです。水分補給不足で
脱水症状になっていたり、冷房が効いた部屋と外気温との差
で体温調節をする自律神経に異常をきたしてしまっていた
り、暑さで食欲がわかず偏った食事になるなど、原因もさま
ざまです。個人的には、偏った食事と日照時間の長さから活
動時間が増えて睡眠時間が減り、毎年夏バテをしています。
原因にあった対策を行うと良いかもしれませんね。
　　　　　　　　　　　　　　　　      広報委員　江﨑 秀樹

［ 夏季休診日のご案内 ］
2020年8月13日（木）～15日（土）
※ただし、緊急の場合はこの限りではありません。
　当院の救急外来では重症度の高い患者さんを優先に
　診療いたしますので、あらかじめご了承ください。

2020年８月１日より、診療の受付開始時間を変更させていただきます。
これに伴い、正面玄関の入館開始時間も変更となります。
あらかじめご了承ください。
【診療の受付開始時間】 診療日：７時30分→８時00分
【正面玄関入館開始時間】 診療日：７時00分→７時30分

自分の帽子の色は何色？

4人の中で1人だけ自分の帽子の色が何色なのか答えられた人がいます。
それはABCDの誰でしょうか。また、なぜ答えられたのでしょうか。

［娯楽室解答］正解 : C （理由）Cの立場からすると、Bが赤色の帽子をかぶっている事を知っている。もしも自分の帽子の色がBと同じ赤色だった場合は、Dが即座に答えを
言えるはずなのに、いつまでも答えを言う気配がしない。自分の帽子の色が青色だからDが答えられないという事がわかる。よって自分の帽子の色に気付けたのはCである。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

部屋の中にいるのは全部で4人である。
AとBCDの間には壁が立っていて向こう側は見えない。
誰がどの位置に立たされているのか全員が教えてもらっている。
青色の帽子をかぶっているのが2人、赤色の帽子をかぶっているのが2人。
自分が何色の帽子をかぶっているのかは知らされていない。
自分で自分の帽子を手にとって帽子の色を確認するのはダメ。
みんなで帽子の色を教え合ったり、後ろを振り向いて確認したりする事もダメ。
自分より前にいる人の帽子の色は見る事ができる。
自分の帽子の色がわかった時だけしゃべる事ができる。

前もって教えてもらった情報

出典：ぷりんときっず http://print-kids.net/

答えは下にあり

［ 診療の受付開始時間の変更について ］

ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。


